
式第 4号 (第 5

政務活動費収支報告書

平成 29年 3月 27日

瑞穂町議会議長

高 水 永 雄   様

議員名  下 野  義 子
⑩

平成 28年度政務活動費について、次のとお り収支報告 します。

1  収   入  (政務活動費交付額  金     100,000  円)

2  支   出  (政務活動費支出額  金     159,451  円)

3  添 付 書 類  支出に係 る領収書等の証拠書類

鐵



平成28年度 政務活動費 収支報告書

議員名 :   下野 義子

差引金額 (①一②) :   △ 59,451
池
円

※1 使途項 目ごとに集計の上記載してください。
※2 差引金額に残余が生じた場合は、この金額を返還 してください。
(差引金額が△ (マイナス)の場合は返還の必要はありません。 )

1 収  入

項 目 金 額 説 明

政務活動費 (0) 100,000 円 当初交付金

2支  出

項 目 金   額 ※1 説 明

調 査 研 究 費 121,055 円

支出内訳参照

研 修 費 4,232 円

広 報 。 広 聴 費 円

要 請 陳 情 等 活 動 費 円

△
言 議 費 円

資 料 作 成 費 円

資 料 購  入 費 34,164 円

事 務 〓川 費 円

事 務 費 円

人 件 費 円

△
ロ 詳

醐
159,451  円



支出内訳

項 目
適用及び内容

(視察の場合は日程及び場所を記入する
こと)

支払金額 備 考

調査研究費
H28.7.20-22
福岡県中間市 。大牟田市

74,785 円
航空券・宿泊費・

レンタカー代等

調査研究費
H29.2.13ハV15

福岡県久山町 。大野城市他
スつ 釘M □
IIん ,VV‐  l J

航空券・宿泊費・

レンタカー代等

調査研究費
H29.3.7

英語村 (群馬県前橋市 )
4,266 円 交通費

研修費
平成28年度アレルギー児を家
庭と地域で支える講演会

2,288 円 交通費

研修費
都市・農村共生社会創造シン
ポジウムin東京

1,944 円 交通費

資料購入費 日本教育新聞 24,300 円

資料購入費 西多摩新聞 9,864円

一円

円
¨

ｍ
口

一円

円

円

円

円

159,451 日



視 察 報 告 書

議員名  : 下野 義子

1 期  間  : 平成  28年  7月  20日 (水)～  7月  22日 (金 )

2 参 力日者 : 小り|1 青昌美 / 下野 義子 / 原  隆夫 / 石居尚郎 (羽村市議 )

3 視察先及び視察項 目

都道府県名   市町村猛・施設名      視察項目
[1]   福岡県   中間市         図書館の民営化

[2]   福岡県   中間市・
ウエルパークヒルズ   地域包括ケアシステム

[3]   福岡県   大牟田市 認知症対策の取 り組み

4 視察報告

(1)選定理由

[1]中 間市では、図書館運営に民間企業による指定管理者制度を導入することで、
運営経費を削減できた上に専門スタンフの拡充とサービスの向上を図つていた。

[2]厚 生労働省の 「ふるさと21健康長寿のまちづくり事業」の一環として 「ウェ
ルパークヒルズJを整備 して、複合的な高齢者支援を実現 していたc

[3] 先駆的に地域認知症ケアコミュニティの構築を実現していた。
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(2)視察内容

[1]中 間市では、図書館の老朽化が課題であつたが、財政も厳 しいことから「図書
館のあり方に関する検討会」を立ち上げ、今後についてどう進めるか協議を重ね

た。その結果、図書館をリニューアル し、指定管理者制度を導入して、管理運営

や図書館事業等を専門とする民間企業に委託することとした.

市が管理 していた時と比べ、専門スタッフ (司書等)の配置は拡充、経費は削
減でき、図書館事業の充実も図られ、利用者が大幅に増加 となった。更に、講演

会や学校図書事務員研修会の開催の他、市の取り組みと連携 した事業も拡大 し、

市民にとって憩いの場、学びの場として大変親 しまれる施設となっていた。

[2]昭 和 59年北九州年長者福祉協議会が「年長者総合コミュニティ計画J基本構想
を北九州市と中間市に提唱。その後、「ウエルパークヒルズ」基本構想を立案。「か

たらいのまちづくり」と併せ、官民協働事業 「ふるさと 21」 健康長寿のまちづく

り事業ウエルバークヒルズ計画として着手。中間市と中間市が出資した第 3セ ク
ター、社会福祉法人、医療法人が協働で医療、健康、福祉、生きがいを総合的に

提供する機能などを整備 し、人と人のふれあいを育み、年長者のあらゆるニーズ

に応えるサービスを提供 していた。

具体的には、在宅介護サービスセンター、病院、リハビリテーションセンター、

各種クリニック、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、温泉施設、スーパーマ

ーケット、中間市生涯学習センター、カルチャーセンター、託児所などがひとつ

の地域にまとまって設置されてお り、移動 しやすく、市民にとつて大変利用しや

すいまちづくりがなされていた。

[3]大 牟田市では、介護保険制度をより良いものとしていくためには 事業者 と一
体となって全体のサービスの質を高めなければならない、多職種協働による制度
の運用とサービスの質の向上が必要であるとして、平成 12年に大牟田市介護サー
ビス事業者協議会と大牟田市介護支援専門員連絡協議会を設置。認知症ライフサ

ポー ト研究会やホームヘルパー研究会などの部会により、サービスの質の向上に

取 り組むと共に専門知識および技術の向上を図るための研修事業に取 り組んでい

た。

また、小規模多機能サービス拠点の整備にあたっては、日常生活圏である小学

校区に 1事業所を目標に、地域住民が自らサービスの担い手として参力日し、コミ
ュニティの再生や新たなサービス基盤の形成を図ることができるよう、地域交流

施設の併設を義務化している。現在、市内に介護予防拠点・地域交流施設が 25箇

所も設置されている。

更に、人材育成が欠かせないとして、認知症コーディネーターの養成、小学校

における認知症の理解のための絵本教室や認知症サポーター養成講座の開設に力

を入れると共に、早期発見・早期支援に繋げるため、サポー トチームによる物忘

れ予防 。相談検診にも取 り組んでいた。

また、地域で支援するための取 り組みとして、「高齢者等 SOSネ ットワーク」を

含む 「ほっと 。安心ネットワーク」を構築。実行力の高いネットワークカを目指

し、地域住民 (子 どもを含む)力 日`常的に実働できるよう模擬訓練を実施 してい

た。
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(3)町にどのような提言ができるか

[1]利 用拡充のために、図書館における専門性の高い民間企業による管理運営を検
討すべき。

[2]少 子高齢化社会において適切に対応 し、町民のニーズに応えていくために、福
祉、医療、介護など分野ごとの取 り組みの充実にとどまらず、互いの連携を密に、

広域連携 t)視野に入れた瑞穂町ならではの取 り組みを進めるべき。

[3]認 知症を理解するための啓発を小 。中学生まで拡充すると共に、支援できる専
門員の育成、早期発見・早期治療を進められるよう物忘れ予防 。本目談事業の実施。

更に、地域ぐるみで模擬訓練ができるくらいの地域認知症ケアコミュニティの構

築を目指 した取 り組みをすべき。

視察- 3



費旅

月 日
鉄道名 (乗 車経路 )。

宿泊場所 鉄 路 特 急 飛行機
車両
(バ ス等 )

レンタカー

(借上料 )
その他 宿泊料

7/15
飛行機代・

ホテルサンルー ト
63,500

7/20 箱
根ケ崎一

羽 田空港第2ビル
1,455

7/22 1 \ /1 -+1
tl -/ ) /J 

-
5,

つ
０
イ
仕
Ｏ
Ｏ

7/22
羽 田空港第2ビル

ー箱根ケ崎
1,455

/1ヽ 計 2,910 5,843 63,500

口 計 72,253 円

6 交通費

7 手数料

8 保険料

9 資料代

10  その1土

ガ ソリン代

有料道路通行料

駐車場代

計

円

2,167  円

365   円

2,532   円

計

ノヽ
　
　
　
△
ロ

総

円

円

円

円

74,785   円
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視 察 報 告 書

議員名  : 下野 義子

1 期   間  : 平成  29年  2月  13日 (月 )～  2月  15日 (水 )

2 参 力日者  :  小川 龍美   下野 義子   原  隆夫

3 視察先及び視察項 目

都道府県名  市田「村名・施設名  視察項目
[1] 福岡県   久山町    50年 の健康づ くり「ひさやま方式」について

[2] 大分県   別府市    地域共生のまちづ くりについて

[3] 福岡県   大野城市   市 と地元 NPO法人 と区長会 と協働の 「子 ども
食堂」の取 り組みについて

4 視察報告

(1)選定理由

[1]久 山町は九州大学と連携 し、住民の協力を得て、健康診査のデータを継続的に
提供、追跡調査を行い、死亡率の高い脳卒中などの実態調査 「ひさやま研究」を

実施 していた。この研究成果を検証 し、予防事業、健康づくりに取 り組んでいた。

[2]別 府市は障がいに対する理解の不足、社会にある様々な障壁 。障がいに対する
差別を解消し、障がいの有無にかかわらず、同じように権利を行使することがで

きる社会、共生社会の実現を目指 して、他の自治体に先駆けて、「別府市障害のあ

る人もない人も安心して暮らせる条例 (と もに生きる条例 )」 を制定 し、地域共生

のまちづくりに取り組んでいた。

[3]市 と NPO法人と地域の区長会とが連携 して 「子ども食堂」の取 り組みを実施し
ていた。
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(2)視察内容

[1]久 山町は 「健康を実感できるまちづくり」を基本理念に、安心・元気な 「健康
が薫る郷」の実現を目指 し、 50年にわたり、九州大学と連携 し、健康づくりに
取 り組んでいた。全町民 (40歳以上)を対象に健診を実施。九州大学の研究ス
タッフによる健診・往診 と住民の理解による追跡調査で、死亡率の高い脳卒中の

原因究明をきっかけに、心血管病、糖尿病 とがんの関係、認知症などを研究し、

予防事業に取 り組んでいた。健診のデータを継続的に検証することで、住民の健

康問題や課題が分かり、解決に向けた取 り組みができる、異常の早期発見 0早期
治療に寄与、健康意識の向上、更にすべての人の健康に寄与できる研究になって

いる。久山町の健診の大きな特徴は、住民カルテを作成 していることで、過去の

履歴がその場で分かり、健診時の結果と併せて的確な相談・指導が可能となって

いた。生活習慣病予防健診も実施 してお り、全ての受診者 と保健師が面談するこ

ととしている。食 と運動、学びを連携 して取 り組む「ひさやま健康プロジェク ト」、

病気を発展させないための 「健康みらい予報 (ひさやま研究の成果 として将来の

糖尿病 リスクを予測するリスクスコアを作成 し、それを実用化 したソフ トウェ

ア)」 を活用 した保健指導の実施、認知症の方の相談支援体制の構築など、住民に

とってきめ細やかで、有益な取 り組みがいくつも実施されていた。

[2]別 府市では周囲の障がいに対する理解の不足、社会にある様々な障壁が障がい
に対する差別 (必要な配慮がなされないことも含む)に繋がっていることから、
差別を解消し、障がいの有無にかかわらず、同じように権利を行使することがで

きる社会を目指 し、条例制定を行つていた。制定にあたっては、障がい当事者の

意見を反映できるよう「障害者 自立支援協議会条例制定作業部会 (構成員 24人、
うち障がい者 6人、その保護者 8人 )」 を設置し、 10回にわたり討議。その後パ
ブリックコメン トを 2回、素案完成後にはタウンミーティング (一般市民向け 7
回、中学生向け 7回)を実施。議会においては全員協議会の後、委員会調査を経
て、本会議で可決となった。

内容は 5章からなり、理解啓発、差別解消法を受け合理的配慮の推進 (差別の
予防)、 差別等事案解決の仕組み、親亡き後等の問題解決のための施策が盛 り込

まれている。これに基づいて「障がい啓発講師団 (視覚障がい、聴覚障がい、精

神障がいのある人、知的障がいのある人の保護者など10人 )」 による研修活動
や小学校・幼稚園訪問ワークショップ事業、バ リアフリーのまちづくりの推進、

職員採用試験の資格緩和、相談体制の整備 (専門員 2名 の配置 )、 差別 0虐待の

申し立ての調査・審議や助言・あつせん 。勧告などの措置に要つて解決の手助け

を行 う別府市障害者差別等事業解決委員会 (弁護士、学識経験者、障がい福祉施

設代表など12名 )の設置のほか、親なき後等の問題解決のための施策の検討を
行つていた。

[3]大 野城市では、子ども食堂の取 り組みが進んでいる。NPO法人が地元企業の協
力のもと、一箇所から子 ども食堂の取 り組みを開始 した。その後、更なる広がり

を目指 して、RIPO法人は福岡筑紫フー ドバンクを設立。市や地域の自治会 (区長
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へも声をかけ、協議を進め、市からは補助金等の支援を、区長会からは人的協力

と公民館の提供を得ることができて、子どもの居場所づくりを拡充させた。月 ]

回から2回の開催で、地域の実情を勘案 しながら、メニュー t)ご飯とお味噌汁を
基本に、子どもの居場所と地域住民とのコミュニティの場を創 りだしていた。

(3)町にどのような提言ができるか

[1]健 康診査の健康カルテの作成と久山町の 「健康みらい予報」のようなデータ解
析を実施 し、具体的かつ適切な相談・指導の実現を目指すべき。

[2]わ が町でも共生の社会を目指して、条例策定など、その取 り組みを明確に位置
づけ、親亡き後の課題解決も含めた支援体制を進めるべき。

[3]必 要な地域に、子ども食堂の実現が図られるよう、相談できる体制づくりと住
民参加や公共施設が利用できるなどの環境づくりへの支援を行 うべき。
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費旅

月 日
鉄道名 (乗草経路 )

宿泊場所

円

鉄路

円

特急

円

飛行機

円

車両
(バス等)

円

レンタカー

(燿テヒ牟|)

円

その他

11」

宿泊料

1/9
飛行機代 。ルーイングラ
ンディア大宰府

35,400

2/13
箱根ケ崎―

羽田空港第 2ビル
1,455

2/15
羽田空港第 2ビル
ー箱根ケ崎

1,455

計 2,910 35,400

△
ロ 計 38,310 円

6交通費

7手数料

8保険料

9資料代

10そ の他

ガソリン代

有料道路通行料

駐車場代

1,447

2,247

3,694

円

円

円

円計

)

総 合 計

円

円

　

円

　

円

42,004 円



視 察 報 告 書

議員名  : 下野 義子

1 期  間  : 平成 29年  3月  7日 (月 )

2 参 力日者 :  下野 義子

3 視察先及び視察項 目

都道府県名  市町村名・施設名           視察項目
[1] 群馬県  English Village llAEBASHI   英語村の取 り組み

(前橋市 )

4 視察報告

(1)選定理由

[1]小 学校・中学校における英語教育の拡充に向け、民間の事業者が廃校になった
校舎をプロポーザルで取得 し、アウトプットの場として 英語村を開設。

(2)視察内容

[1]前 橋市では廃校になった校舎の有効活用を図るべく、プロポーザル方式を導入  ・

したところ、専門学校を展開する地元事業者が英語村を開設することで獲得。

小学校・中学校での英語教育が拡充されることを鑑み、国際人の育成に寄与す

るためにも学校でのインプット教育に対し、アウトプットする場を提供 し、定着

を図ることを目的に、29年 4月 から英語村を開設することとなった。
日常生活において、英語でどう表現するのかを、体験して学ぶことができるよ

う、ホテルのフロン ト、お店、レス トラン、ショー トステイ宅などを想定した部

屋や図書室を配置し、レベルに応 じたカリキュラムを準備 していた。

現在、学校の英語教育とどう連携 していけるか市の教育委員会と協議 している

との事。また、現場の教師の英語指導に活かせるよう、教師向けのカリキュラム

も検討 している。

(3)町にどのような提言ができるか

[1]英 語教育の充実に向けて、教員の研修や学びの定着に向けてアウトプットでき
る環境づくりを早々に検討するべき。

視察- 1



にｂ

月 日
鉄道名 (乗車経路 )

宿泊場所 鉄路 特急 飛行機
車両
(バ ス等 )

レンタカー
(借上料 )

その他 宿泊料

3/7 箱根ケ崎―前橋 1,663

前橋駅一嶺小学校前 470

嶺小学校前一前橋駅 470

前橋一箱根ケ崎 1,663

小  計 3,326 940

合  計 4,266  円

6 交通費

手数料

保険料

資料代

その他

ガソリン代

有料道路通行料

駐車場代

計

円

円

円

円

):

総 合 計

円

円

円

円

41266   円
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研 修 会 等 参 加 報 告 書

議 員 名  : 下 野  義 子

1 講演 会名  : 平成 28年 度 ア レル ギー児 を家 庭 と地域 で支 え る講 演 会
知 つてお きた い こ どもの

ぜ ん 慶、・ ア トピー 食 物 ア レル ギー _

(開 催 場 所  ひ らつ か市 民活動 セ ンター )

2 期   間  : 平 成  28年  10月  14日 (金 )

3 参加 者 氏名  : 下野  義 子

4 研 修 等 の概 要 :子 どもの喘 慶、とア トピー性 皮 膚炎 、 ス キ ンケア の実 際
日
1吉:′目、

。喘 息 とは ?症 状 と診 断
・ 治 療 と管理

ア トピー性 皮 膚 炎

・皮 膚 のバ リア障 害 とア トピー性 皮 膚 炎

・ 治療 と スキ ンケ ア の コツ

。今 後 の ア トピー 治療 の展 望

食 物 ア レル ギー の基 礎 知 識

・症 状 。発症機 序 ・診 断 ま で

。除 去 の必要 性

・食 物 ア レル ギー の治療

・エ ピベ ン

エ ピペ ンの実施 体験

研修参加 - 1



5

月 日
鉄道名 (乗車経路 )・

宿泊場所 鉄路 特急

|¬

飛行機 車両
(バ ス等 )

レンタカ…
(借上料 )

その他 宿泊料

10/14 箱根ケ崎―平塚 1,144

平塚―箱根ケ崎 1,144

小  計 2,288

合   計 , ,RR   岡

6 交通費  : ガソリン代

有料道路通行料

駐車場代

資料代  :

出席者負担金・会費

その他  :

計
中

円

円

円

円

円

円

円

2,288   円総 合 計

研修参加- 2



研 修 会 等 参 加 報 告 書

議 員 名  : 下野  義 子

1 研 修 会名  : 都 市・ 農 村 共 生 社 会創 造 シ ンポ ジ ウム in東 京

(開 催場所  港 区 。コク ヨホール  )

2 期   間  : 平成  29年  2月  25日 (土 )

3 参加 者 氏名  : 下野  義 子

4 研 修 等 の概 要  :基 調 報 告 「なぜ 女 子 は い ま地域 に向 か うのか 」
実例 報 告  ・ Iタ ー ン天 栄 む す び や 代 表

CIタ ー ン飯 島町 地域 お こ し協 力 隊
・ Uタ ー ン奥 出雲 町職 員

取材 報 告  「移 住 女 子 を訪 ね て」
パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン

「移 住 女 子 が創 る共 生 社 会 の未 来 」

研修参加 - 1



5

月 日
鉄道名 (乗車経路)

宿泊場所 鉄路 特急 飛行機
車両
(バス等 )

レンタカー
(借上料 )

その他 宿泊料

2/25 箱根ケ崎一品川 972

2/25 品川―箱根ケ崎 ０
乙
ワ
‘
（
ョ

小   計 1,944

合  計 1,944   興

6 交通費  : ガソリン代

有料道路通行料

駐車場代

資料代  :

出席者負担金 。会費

その他  :

計

円

円

円

田

８

　

　

９

円

円

円

1,944   円総 合 計

研修参加 - 2
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